




























長年、菅細工の製作に従事し、直径10cmの笠から直径170cmの儀式用笠まで材質の異なる菅草を全て手
作業で均一なものに仕上げるなど優れた技能を有しており、第62回神宮式年遷宮（平成25年）では菅
御笠（すげのおんかさ）・菅御翳（すげのおんさしは）の奉製に従事した。また、深江菅細工保存会
会長として、地域の住民とともに、菅細工技能の保存、伝承に積極的に取り組んでいる。








